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基本方針 

① 安心・安全なかわづくり 

② 
自然豊かで動植物が息づく， 

水や景観の美しいかわづくり 

③ 親水空間や憩い空間のあるかわづくり 

④ 
三次の象徴的な資源を活かした 

観光に活用されたかわづくり 

⑤ 
市民から愛着，親しみの持てる， 

地域に支えられたかわづくり 

地区別方針 

三次市を代表する景観の美しい河川整備 

三次・粟屋地区 

尾関山，花火大会などの観光資源を活かした整備 

回遊性，親水性の向上のための整備 

鵜飼の充実を図る鵜飼乗船場周辺整備 

十日市地区 

回遊性，親水性を高めるための整備 

市街地の憩い空間としての北溝川の整備 

豊かな自然環境の保全と活用のための整備 

八次地区 

回遊性，親水性の向上のための整備 

階段護岸の整備(みよしまちづくりセンター付近) 
花火大会での活用や景観向上のための 

部分的な階段式護岸の整備 

散策路整備（馬洗川左岸，鵜飼乗船場下流） 

巴橋からのアンダーパスの連続性を確保するための整備 

外灯・椅子の設置（巴橋周辺） 

歩行者の回遊性向上のための外灯と椅子の整備 

散策路整備（三次市福祉保健センター付近） 
回遊性の向上を図るため， 

不連続である高水敷を新たに整備 

親水空間の整備（八次グラウンド周辺） 
現在の広場の嵩上げやまさ土舗装など， 

利用しやすいように整備 

重点プロジェクト 

整
備
方
針 

◇生態系，景観に配慮した空間の創出 

◇水辺学習のできる空間の創出 

整
備
方
針 

 

◇親水空間の創出 

◇回遊性の向上を図るかわづくり 

◇憩いの場としての都市内河川づくり 
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◇花火大会を補完する環境づくり 

◇鵜飼を核とした環境づくり 

・護岸の修景整備 
・生態系に配慮した土砂の撤去，樹木の伐採 

・桜の整備 
・尾関山麓の護岸整備 
・階段護岸の整備 

・坂路や親水護岸の整備 
・外灯，ベンチ，高水敷の整備 

・周辺の護岸の修景，広場の整備，外灯の整備 
・乗船場内のトイレ，花壇の整備，河床の浚渫 

・樹木の伐採，広場の整備 
・親水空間の整備 
・桜，堤防天端，高水敷の整備 

・河川浄化のための整備 
・広場の整備，護岸の多自然化，散策路の整備 

・水鳥の生育環境を保全した樹木の伐採 
・水辺の生き物の観察空間の整備 

・ウォーキングのための高水敷，低水敷の整備 
・広場（グラウンド）の整備 

階段護岸の整備（みよしまちづくりセンター付近

から巴橋付近の区間・尾関山付近） 
花火大会での観覧や河川景観を楽しむ場として部分的な

階段式護岸の整備及び環境学習のための親水護岸の整備 

桜づつみ整備（寺戸付近） 

既存堤防を，桜づつみを整備する 

歩道整備（馬洗川左岸 水道橋付近） 

一部歩道の無い区間へ歩道を整備する 

環境学習水路の整備（十日市親水公園） 
せせらぎ水路で子ども達が，自由で安全に 

水の流れなどを学習できるよう機能を強化 

北溝川の整備 

沿川散策路の整備.滝周辺の整備,河口付近の底質浄化 

散策路整備（馬洗川 右岸願橋上流， 

左岸鳥居橋下流，右岸新鳥居橋下流付近） 
高水敷の散策路不連続区間に 

散策路を整備 
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概要

番号 

整備済み 

整備済み 

整備済み 

整備済み 

桜づつみ整備（寺戸付近） 

既存堤防に，桜づつみを整備する 

整備済み 

整備済み 

 


